
年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組 選択者

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

【 知　識　及　び　技　能 】

6〇 〇 〇 〇

・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的
背景との関わりについて理解している。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、どのように歌うかについ
て表現意図を持っている。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、曲や演奏に対する評価と

7

C　単元　表現を工夫してギターを
演奏しよう（メロディー奏)
【知識及び技能】
曲想とギターの音色や奏法との関
わりを理解し、曲にふさわしい奏
法を身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
イメージをもって表現を工夫して
演奏する。

・指導事項
ギター奏法基礎、音階
・教材　第3の男のテーマ
・関連楽曲鑑賞

〇 〇

10〇 〇

4

〇 〇 〇 22

○

〇 〇

〇

音楽Ⅰ芸術

〇

表現

評価規準
鑑
賞

・曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについ
て理解している。曲にふさわしい発声、言葉
の発音、身体の使い方などの技能を身に着
け、歌唱で表している。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、どのように歌うかについ
て表現意図を持っている。
・曲想と音楽の構造や歌詞との関わりに関心・楽譜をみながら、手拍子や足踏みの奏法に
ついて理解している。

・音色・リズム・強弱・構成を等を知覚し、
それらの働きを感受しながら、どのように演
奏するかについて表現意図を持っている。

・他者との調和を意識して演奏することに関
心を持ち、主体的・協働的に学習活動に取り・曲想とギターの音色や奏法との関わりにつ
いて理解している。曲にふさわしい奏法、身
体の使い方などの技能を身に着け、器楽で表
している。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、どのように演奏するかに
ついて表現意図を持っている。
・曲想とギターの音色や奏法との関わりに関

〇

・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史
的背景との関わりについて理解している。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、どのように歌うかについ
て表現意図を持っている。
・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的
背景との関わりに関心を持ち、合唱やヴォイ
スアンサンブルによる表現の特徴、各パート・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関
わり、音楽の特徴と文化的・歴史的背景、他
の芸術との関わりについて理解している。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、曲や演奏に対する評価と
その根拠について考え、音楽のよさや美しさ
を自ら味わって聴いている。
・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関わ・一人一人が主体性を発揮しながら、他者
との調和を意識して演奏する技能を身に着け
ている
・各パートの役割を理解するとともに、全体
の響きやハーモニーをイメージしながら演奏
している
・共通のイメージをもって、音楽を形づくっ
ている要素の働かせ方などを試行錯誤しなが
ら表現を工夫している・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史
的背景との関わりについて理解している。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、どのように歌うかについ
て表現意図を持っている。
・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的・歴史的
背景との関わりに関心を持ち、合唱やヴォイ
スアンサンブルによる表現の特徴、各パート
や指揮者の役割に関心をもち、主体的・協働

〇

〇 〇 〇

〇

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むととともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

３
学
期

G　さまざまな器楽アンサンブルを
楽しもう
【知識及び技能】
器楽アンサンブルによる表現の特
徴を理解し、それを生かして演奏
したり、他者との調和を意識して
演奏したりする技能を身に着ける
【思考力、判断力、表現力等】
イメージをもって表現を工夫して

・指導事項
ギター奏法基礎　コード
ハンドベル奏法
・教材　星に願いを　等
・関連楽曲鑑賞 〇

H　単元　表現を工夫して合唱や
ヴォイスアンアンブルをしよう(発
展）
【知識及び技能】
合唱やヴォイスアンサンブルによ
う表現の特徴を理解し、それを生
かして歌ったり、他者との調和を
意識して歌う技能を身に着ける。
発表の場で披露する。
【思考力、判断力、表現力等】

・指導事項
ハーモニーの作り方、発声、発音
・教材
校歌（無伴奏混声4部）、初心のう
た（伴奏つき混声四部合唱）、お
んがく（無伴奏混声4部）
・関連楽曲鑑賞

〇

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協同的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む
とともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、
音楽によって生活や社会を明るく豊かなもの
にしていく態度を養う。

２
学
期

E　単元　表現を工夫して合唱や
ヴォイスアンアンブルをしよう
【知識及び技能】
合唱やヴォイスアンサンブルによ
う表現の特徴を理解し、それを生
かして歌ったり、他者との調和を
意識して歌う技能を身に着ける
【思考力、判断力、表現力等】
イメージをもって表現を工夫して

・指導事項
ハーモニーの作り方、発声、発音
・教材
校歌（無伴奏混声4部）、初心のう
た（伴奏つき混声四部合唱）、お
んがく（無伴奏混声4部）
・関連楽曲鑑賞

〇

〇

○ ○

〇

〇

D　単元　オペラ親しみ、アリアに
挑戦しよう
【知識及び技能】
物語のあらすじや歌詞の内容、登
場人物の心情などを理解するとと
もに、舞台芸術としてのオペラの
特徴を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
曲にふさわしい表現を工夫して歌

・指導事項
オペラの概要、物語のあらすじ、
アリア
・教材　カルメン
・関連楽曲鑑賞 〇

F　単元　音楽を形づくっている要
素に注目して、曲のよさや美しさ
を探ろう
【知識及び技能】
音楽を形づくっている要素やその
働きに注目しながら曲を聴き、曲
想や表現上の効果と音楽の構造と
の関わりについて理解する
【思考力、判断力、表現力等】

・指導事項
オーケストラの楽器・編成、楽曲
の構成、作曲家
・教材
「音楽を織りなすさまざまな要
素」「オーケストラを知ろう」ラ
ヴェル　ボレロ

音楽Ⅰ

9

○ ○ ○

態

配
当

時

数

１
学
期

A　単元　曲にふさわいしい発声で
表情豊かに歌おう
【知識及び技能】
曲にふさわしい発声、言葉の発
音、体の使い方で歌う
【思考力、判断力、表現力等】
イメージをもって表現を工夫して
歌う
【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
伸び伸びとした発声で、発音に留
意し、表情豊かに歌う。
・教材　校歌（斉唱）、O sole
mio、むこうむこう
・関連楽曲鑑賞

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

B 単元 ボディーパーカッションに
挑戦しよう
【知識及び技能】
曲想と音色や奏法との関わりを理
解し、曲にふさわしい奏法を身に
着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
どのように演奏するかについて、
イメージをもって表現意を工夫し

・指導事項
リズムを正確に読み取り、表現意
欲をもってリズムアンサンブルを
行う。
・教材　Plymouth　Rock
・関連楽曲鑑賞

知 思

○ ○ ○

（　森田香菜子　）

合
計

70

5

芸術 音楽Ⅰ 2

7

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景など
との関わり、および音楽の多様性について理
解するとともに、創意工夫を生かした音楽表
現をするために必要な技能を身につけるよう
にする。

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫
することや、音楽を評価しながらよさや美しさを
自ら味わって聴くことができるようにする。

MOUSA１　教育芸術社

〇 〇

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

美術Ⅰ芸術

〇 〇 18

〇 〇 16

〇 〇

○ ○ 2

○ ○ ○ 6

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

配
当

時

数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

昭和

前田　宏美

芸術 美術Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

対象や事象を捉える造形的な視点について理
解を深めるとともに、意図に応じて表現方法
を創意工夫し、創造的に表すことができるよ
うにする。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、
美術の働き等について考え、主題を生成し創造的
に発想し構想を練ったり、価値意識をもって美術
や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりする
ことができるようにする。

高校生の美術1＜日本文教出版＞

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むととともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

美術Ⅰ

思 態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、
生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとと
もに、感性を高め，美術文化に親しみ、心豊
かな生活や社会を創造していく態度を養う。

A 単元　教科書作品鑑賞・発表
【思考力、判断力、表現力等】
・興味を持った作品について詳し
く分析し、レポートにまとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分が選んだ作品を模写するこ
とを通して、作品を理解しようと
する。
・上記の作品について考えを整理
して発表する。

・指導事項
美術の様々な分野について解説
し、様々な分野、時代の芸術に関
心を持たせる。

・教材
教科書　「高校生の美術1」

○ ○ ○ ○

・興味を持った作品について自分なりの解釈
を交えながら詳しく分析し、伝わりやすい表
現でレポートにまとめられているか。
・作品の理解を深めようと意欲的に模写に取
り組んでいるか。
・各自が選んだ作品について、その理由につ
いて他者に伝わるように発表することができ
たか。

C 単元　対照的なイメージによる
色彩構成
【知識及び技能】
・色相、明度、彩度といった色彩
の基礎知識について学び、作品の
制作を通して色彩の違いによるイ
メージの違いについて実感する。
【思考力、判断力、表現力等】
・モチーフを効果的に単純化し、
対照的なイメージになるよう色彩
を工夫して表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・事後レポートにこの単元の学び
についてまとめる。

・指導事項
色彩の基礎知識、形の単純化の方
法、アイディアスケッチの方法、
トレースの方法、色作り、ベタ塗
り(一面を均一に塗る)の方法等

・教材
教科書、色彩掛図、配色カード、
参考作品等

・一人１台端末の活用
アイディアスケッチの資料探し

〇 〇

・色相、明度、彩度という色彩の三属性（三
要素）やその扱い方によってイメージが変わ
ることを理解できたか。
・二つの作品は全く同じ形でありながら、色
彩の違いにより対照的なイメージとすること
ができたか。
・ベタ塗り（一面を均一に塗る）で丁寧に着
色し、はみ出たり汚れたりした箇所は白色で
修正できているか。
・魅力的な主題の生成のために、アイデアを
複数出して図案を検討し、同じ図案が対照的
なイメージになるように色彩の構想を練って
いるか。
・制作時間なりの完成度の作品となっている
か。
・主体的に表現活動に取り組もうとしている
か。

〇

B 単元　鉛筆デッサン基礎
【知識及び技能】
・素描材料としての鉛筆の削り方
や使用方法、基本形体の形の捉え
方、立体感の表し方を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
・形の捉え方や立体感の表現方法
を、実践しながら学ぶ。
【学びに向かう力、人間性等】
・事後レポートにこの単元の学び
についてまとめる。

・指導事項
カッターの持ち方と使用方法を実
演しながら解説する。また鉛筆の
色の出し方を経験させる。
デッサンの基礎として、基本形体
を描くことを通して、形の捉え方
や立体感の出し方について指導す
る。

・教材
教科書、基本形体デッサン見本
シート、立体模型等

○ ○ ○

・デッサンに使用する鉛筆や削り方について
理解し、鉛筆の色の出し方、タッチの入れ方
をワークシートで丁寧に実践できているか。
・それぞれの基本形体を、指導を受けた内容
を踏まえて立体的にデッサンできているか。
・基本形体の形の捉え方、立体感を表すため
の方法についてよく考えて活動に取り組んで
いるか。
・活動の振り返りを意欲的に行い、今後の活
動に活かそうとしているか。

２
学
期

D 単元　油彩による静物画制作
【知識及び技能】
・油絵具の使用方法について学
び、適切に扱うことで絵の具の特
徴を活かした制作を行う。
【思考力、判断力、表現力等】
・静物画の良い構図について学ん
だ上でモチーフを組み、自分の個
性が発揮されるような静物画を制
作する。
【学びに向かう力、人間性等】
・事後レポートにこの単元の学び
についてまとめる。

・指導事項
油彩道具の使用方法、準備の仕方
と片付けの方法、油彩技法の特
徴、静物画の構図について、立体
感、空間感の出し方について、自
然な色の作り方について等

・教材
教科書、静物画名画の複製画、参
考作品等

〇 〇

・良い構図で画面に収めることができたか。
・油絵道具の使い方を理解し、適切に扱うこ
とができたか。
・適切に陰影を表現し、写実的、立体的に描
くことができたか。
・混色によって自然な色あいの作品とするこ
とができたか。
・制作時間なりの完成度の作品となっている
か。

〇

E 単元　そっくりに造る（立体造
形）
【知識及び技能】
・石塑の特徴を理解し、立体造形
の作り方について学ぶ。様々な角
度から対象物を鑑賞し、写実的に
表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
・各々のモチーフをよく観察し、
形状や表面のテクスチャー、色に
ついて試行錯誤しながら再現して
いく。
【学びに向かう力、人間性等】
・表現の対象となるモチーフを意
欲的に探す。
・事後レポートにこの単元の学び

・指導事項
立体造形の制作方法、石塑の扱い
方、紙やすり、棒やすり等の使用
方法、自然な色の作り方等

・教材
教科書、自分で用意したモチー
フ、粘土造形用具、参考作品等 〇 〇

・石粉粘土の特性を活かし、用具を適切に扱
いながら、できる限り細部までモチーフに近
づくように造形できたか。
・モチーフをよく観察し、構造を考えながら
造形することができたか。
・モチーフをよく観察し、そっくりな色にな
るように試行錯誤して色を作り、着色するこ
とができたか。

・造形的魅力のある主題を見つけるために、
モチーフ選びを意欲的に行うことができた
か。
・主体的に立体造形（彫刻）の創造活動に取
り組もうとしているか。

〇 12



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

6

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

書道Ⅰ芸術
芸術 書道Ⅰ 2

書Ⅰ　光村図書　

芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

○

（A・B組：大畑義子） （C・D組：梅津幸子） （E・F組：梅津幸子） （G・H組：梅津幸子） （　組：　　　　）

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度
を養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅰ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて
幅広く理解するとともに、書写能力の向上を
図り、書の伝統に基づき、効果的に表現する
ための基礎的な技能を身に付けるようにす
る。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想
し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意
味や価値を考え、書の美を味わい捉えたりするこ
とができるようにする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯に
わたり書を愛好する心情を育むとともに、感
性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通
して心豊かな生活や社会を創造していく態度
を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
表現 鑑

賞
評価規準 知 思 態

配

当
時

数

１
学
期

書道で学習すること
書写から書道へ
【知識及び技能】
　用具・用材の特徴と表現効果と
の関わり　用筆・運筆から生み出
される書の表現性
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に書道の幅広い表現の学
習に取り組む

・書道の三分野（漢字の書・仮名
の書・漢字仮名交じりの書）と、
臨書・鑑賞・創作という学習方法
があることを理解する。
・小・中学校国語科書写と高校書
道の学習の違いを理解する。
・国語科書写で学習した内容（筆
使い・字形など）を確認する。

○ ○

【知】・芸術科書道で学習することを理解し
ている。・小・中学校国語科書写で学習した
内容を理解している。
【態】・高校書道での学習を主体的に取り組
んでいこうとする態度を養っている。小・中
学校書写で学習した内容を主体的に振り返っ
ている。

○ 4

漢字の書
楷書
【知識及び技能】
　書風と古典に基づく基本的な用
筆・運筆
【思考力、判断力、表現力等】
　古典の書体や書風に即した用
筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想・工夫
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に楷書の幅広い表現・鑑
賞の学習に取り組む

・楷書の用筆、運筆、結構や字形
の取り方について理解し、技法を
習得する。
・古典を臨書する意義について理
解する。
・唐の四大家の楷書作品の臨書か
ら書風違いを理解し、技法を習得
する。

○ ○

【知】臨書を通して唐の四大家の楷書作品の
字形や線質・点画の特徴を理解し、それを表
現するための用筆・運筆の技法を理解してい
る。
【思】鑑賞を通して唐の四大家の楷書作品の
書風とそれを形成する表現の要素を理解し、
臨書に生かしている。
【態】唐の四大家の楷書作品に関心をもち、
その美を味わおうとしている。

○ ○ ○ 24

２
学
期

漢字の書
行書
【知識及び技能】
　書体や書風と用筆・運筆との関
わり
【思考力、判断力、表現力等】
　古典の書体や書風に即した用
筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想・工夫
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に行書の幅広い表現・鑑
賞の学習に取り組む

・行書の特徴を理解する。
・行書の用筆・運筆の技法を理解
し、習得する。
・書道史における書聖・王羲之と
「蘭亭序」について理解する。
・「蘭亭序」を鑑賞し、卒意の書
ならではの多様な書きぶりを理解
する。　　　　・筆脈と抑揚を意
識して「蘭亭序」を臨書する。

○ ○

【知】臨書を通して「蘭亭序」の線質や点画
の特徴を理解し、それを表現するための用
筆・運筆の技法を理解している。
【思】鑑賞を通して「蘭亭序」の書風とそれ
を形成する表現の要素を理解し、臨書に生か
している。
【態】行書の字形や用筆の特徴について、主
体的に確認している。「蘭亭序」に関心をも
ち、その美を味わおうとしている。

○ 20

漢字の書
草書・隷書
【知識及び技能】
　書体や書風と用筆・運筆との関
わり
【思考力、判断力、表現力等】
　古典の書体や書風に即した用
筆・運筆、字形、全体の構成につ
いて構想・工夫
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に漢字の書の幅広い表
現・鑑賞の学習に取り組む

・草書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。併せて草書
を簡略化して仮名が生まれたこと
を理解する。
・「真草千字文」を鑑賞・臨書
し、草書の特徴・用筆を理解す
る。
・隷書の成立過程や公式書体とし
ての性質を確認する。
・「曹全碑」の鑑賞・臨書し、八
分隷の字形や線質、用筆の特徴を
理解する。

○ ○

【知】草書・隷書の古典の書体や書風と用
筆・運筆との関わりについて理解している。
【思】鑑賞を通して草書・隷書の書体や書風
とそれを形成する表現の要素を理解し、臨書
に生かしている。
【態】草書や隷書の字形や用筆の特徴につい
て主体的に確認し、学習活動に取り組もうと
している。

○ ○ ○ 8

○ ○

合
計

70

３
学
期

仮名の書
【知識及び技能】
　古典に基づく基本的な用筆・運
筆、線質を生かした表現
【思考力、判断力、表現力等】
　古典の書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成
【学びに向かう力、人間性等】
　主体的に仮名の書の幅広い表
現・鑑賞の学習に取り組む

・仮名の成立について理解する。
・仮名の基本的な用筆・運筆を理
解し、習得する。
・平仮名・変体仮名について理解
する。
・「蓬莱切」「高野切第三種」を
鑑賞し、典型的な仮名の美を感じ
取る。　　　　　　　　　・「蓬
莱切」をもとに連綿の法則を理解
する。
・「高野切第三種」の伸びやかな
用筆・運筆を意識して臨書する。

○ ○

【知】「蓬莱切」「高野切第三種」の臨書を
通して、平仮名・変体仮名の字形や線質、連
綿の法則を理解し、それを表現するための用
筆・運筆の技法を理解している。
【思】鑑賞を通して、平仮名の字形や線質、
変体仮名の多様性を理解し、臨書に生かして
いる。　　　　【態】仮名に関心をもち、典
型的な古典作品である「蓬莱切」「高野切第
三種」の美しさを味わおうとしている。

○

漢字仮名交じりの書
【知識及び技能】
漢字と仮名の調和した線質・用
途や目的に即した表現
【思考力、判断力、表現力等】
全体構成と意図に基づいた表現
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に幅広い表現・鑑賞の学
習に取り組む

・漢字仮名交じりの書の特徴を
理解する。　・書く言葉を決
め、古典や古筆の学習を通して
習得した知識・技能を生かし、
書体・書風・紙面構成などの観
点で作品の構想を練る。
・試作を重ね、表現を工夫して
作品を仕上げる。
・作品を鑑賞し合い、学習の成
果を交流する。

○ ○

【知】漢字仮名交じりの書の特徴を理解し
ている。
【思】表現のねらいを明確に定め、古典や
古筆の学習を通して習得した知識・技能を
生かした構想を練っている。創作した作品
を互いに鑑賞し合うことで、表現の意図と
技法の効果について工夫している。
【態】漢字仮名交じりの書の創作に関心を
持ち、主体的に取り組んでいる。

○

○ ○ 8

○ ○



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度             教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組 選択者

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

芸術 音楽Ⅱ
芸術 音楽Ⅱ 2

Tutti+　教育出版

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むととともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

森田香菜子

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

音楽Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景など
との関わり、および音楽の多様性について理
解するとともに、創意工夫を生かした音楽表
現をするために必要な技能を身につけるよう
にする。

個性豊かに音楽表現を創意工夫することや、音楽
を評価しながらよさや美しさを深く味わって聴く
ことができるようにする。

主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、
生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとと
もに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かなものにし
ていく態度を養う。

○

・曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについ
て理解している。曲にふさわしい発声、言葉
の発音、身体の使い方などの技能を身に着
け、歌唱で表している。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、どのように歌うかについ
て創意工夫している。
・曲想と音楽の構造や歌詞との関わりに関心
を持ち、主体的・協働的に歌唱の学習に取り
組もうとしている。

○ ○ ○ 12

知 思 態

配
当

時

数

C　単元　ギターアンサンブルを楽
しもう
【知識及び技能】
ギターの奏法を身につけ高める。
【思考力、判断力、表現力等】
個性豊かに表現を創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
アンサンブル活動をすることに関
心をもち、試行錯誤しながら、表
現を工夫する

・指導事項
チューニング、運指の確認
曲に合わせた響きを作り出すた
め、右手のはじき方を工夫する。
アンサンブルでは互いの役割を意
識して発表に向かう。
・教材　きらきら星、シューベル
トの子守歌
・関連楽曲鑑賞

〇 〇

B 単元　リズムアンサンブルを楽
しもう
【知識及び技能】
創意工夫を生かした表現をするた
めに必要な、他者との調和を意識
している。
【思考力、判断力、表現力等】
知覚したことと感受したこととの
関わりについて考え、個性豊かに
表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
他者と協働しながら、楽曲の特徴
を生かした表現ができるよう、試
行錯誤したり、意見を交換する。

・指導事項
リズムを正確に読み取り、表現意
欲をもってリズムアンサンブルを
行う。
・教材　Clappng Quartet No.4
・関連楽曲鑑賞
West Side Storyより、America

○ ○

〇

・曲想とギターの音色や奏法との関わりにつ
いて理解している。曲にふさわしい奏法、身
体の使い方などの技能を身に着け、器楽で表
している。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、どのように演奏するかに
ついて表現意図を持っている。
・曲想とギターの音色や奏法との関わりに関
心を持ち、主体的・協働的にアンサンブルの
学習に取り組もうとしている。

〇 〇 〇 8

・楽譜をみながら、手拍子や足踏みの奏法に
ついて理解している。

・音色・リズム・強弱・構成を等を知覚し、
それらの働きを感受しながら、どのように演
奏するかについて表現意図を持っている。

・他者との調和を意識して演奏することに関
心を持ち、主体的・協働的に学習活動に取り
組んでいる。

○ ○ ○ 8○

２
学
期

D 名曲プレゼンテーション
【知識及び技能】
作曲者や楽曲の背景、特徴などを
調べ、レポートにまとめる。
【思考力、判断力、表現力等】
紹介文を作成し、作曲者や楽曲の
背景、特徴などをプレゼンテー
ションできる。
【学びに向かう力、人間性等】
自身の選んだ楽曲について味わ
い、それを伝えることに、主体
的・協働的に取り組む。

・指導事項
レポートの作成、視聴覚機器の使
い方
・個々の発表曲鑑賞

１
学
期

A　単元　独唱・合唱　曲にふさわ
いしい発声で表情豊かに歌おう
【知識及び技能】
様々な表現形態による歌唱表現の
固有性や多様性について理解して
いる。他者との調和を意識して歌
う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
知覚したことと感受したこととの
関わりについて考え、個性豊かに
歌唱表現を工夫している。
【学びに向かう力、人間性等】
楽曲の特徴や表現上の効果を生か
して歌うことに関心をもち、主体
的・協働的に歌唱の学習活動に取
り組もうとしている。

・指導事項
伸び伸びとした発声で、発音に留
意し、表情豊かに歌う。2重唱、3
重唱のアンサンブルを楽しむ。
・教材　島唄（2重唱）、風の子供
（独唱）、ほたるこい（3重唱）
・関連楽曲鑑賞

○

10

E　物語と音楽の関わり
【知識及び技能】
オペラ・ミュージカルなどの総合
芸術において物語と音楽の関わり
について知識を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽と物語が関わり合いながらど
のような表現上の効果をもたらし
ているの思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽と他の文化が互いにどのよう
に影響し合って発展してきたかに
関心をもち、主体的・協働的に取
り組む。

・指導事項
アリア、二重唱の歌唱指導
作品の登場人物、物語、背景につ
いて
・教材
トゥーランドット
ウェストサイドストーリー

〇 〇

・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的歴史的背
景との関わり、言葉の特性や他の芸術との関
わりについて理解している。
・曲や演奏に対する評価とその根拠、音楽表
現の共通性や固有性について考え、音楽の良
さや美しさを自ら味わって聴いている。
・総合芸術において物語と音楽の関わり合い
がどのような表現上の効果をもたらしている
のかに関心を持ち、主体的・協働的に鑑賞の
学習活動に取り組もうとしている。

〇 〇

〇

・曲想や表現上の効果と音楽の構造との関
わり、音楽の特徴と文化的・歴史的背景との
関わりについて理解を深めている。
・曲や演奏に対する評価とその根拠、自分や
社会にとっての音楽の意味や価値、音楽表現
の共通性や固有性について考え、音楽の良さ
や美しさを深く味わっている。
・紹介文を作成してプレゼンテーションする
ことや、他者の発表する音楽を味わうことに
関心を持ち、主体的・協働的に鑑賞の学習に
取り組もうとしている。

〇 〇 〇

〇 14



２
学
期

E　物語と音楽の関わり
【知識及び技能】
オペラ・ミュージカルなどの総合
芸術において物語と音楽の関わり
について知識を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
音楽と物語が関わり合いながらど
のような表現上の効果をもたらし
ているの思考する。
【学びに向かう力、人間性等】
音楽と他の文化が互いにどのよう
に影響し合って発展してきたかに
関心をもち、主体的・協働的に取
り組む。

・指導事項
アリア、二重唱の歌唱指導
作品の登場人物、物語、背景につ
いて
・教材
トゥーランドット
ウェストサイドストーリー

〇 〇

・曲想と音楽の構造や歌詞、文化的歴史的背
景との関わり、言葉の特性や他の芸術との関
わりについて理解している。
・曲や演奏に対する評価とその根拠、音楽表
現の共通性や固有性について考え、音楽の良
さや美しさを自ら味わって聴いている。
・総合芸術において物語と音楽の関わり合い
がどのような表現上の効果をもたらしている
のかに関心を持ち、主体的・協働的に鑑賞の
学習活動に取り組もうとしている。

〇 〇

G　グループアンサンブル発表会
【知識及び技能】
音楽Ⅱで学習した内容を踏まえ、
選曲し、グループアンサンブルが
行える。
【思考力、判断力、表現力等】
個性豊かに表現を創意工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
アンサンブル活動をすることに関
心をもち、試行錯誤しながら、表
現を工夫する。

・指導事項
アンサンブルでは互いの役割を意
識し、調和した響きを求め、発表
に向かう。
・教材　各自の選曲、楽器
・関連楽曲鑑賞

〇 〇 〇

〇 14

３
学
期

F　混声合唱を美しく響かせよう
【知識及び技能】
様々な表現形態による歌唱表現の
固有性や多様性について理解して
いる。他者との調和を意識して歌
う技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
曲想が作品の作られた背景や作曲
者の思いによってもたらされてい
ることを理解しながら個性豊かに
歌唱表現を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
楽曲の特徴や表現上の効果を生か
して歌うことに関心をもち、主体
的・協働的に歌唱の学習活動に取
り組もうとしている。

・指導事項
伸び伸びとした発声で、発音に留
意し、表情豊かに歌う。アンサン
ブルを楽しむ。
・教材　MOON　RIVER
・関連楽曲鑑賞

〇 〇

・曲想と音楽の構造や歌詞との関わりについ
て理解している。曲にふさわしい発声、言葉
の発音、身体の使い方などの技能を身に着
け、歌唱で表している。
・音色、リズム、速度、旋律、テクスチャ
ア、強弱、形式、構成を知覚し、それらの働
きを感受しながら、どのように歌うかについ
て創意工夫している。
・他者との調和を意識して歌うことや、曲想
が作品の作られた背景や作曲者の思いによっ
てもたらされていることを理解しながら個性
豊かに歌唱表現を創意工夫することに関心を
持ち、主体的・協働的に歌唱の学習活動に取
り組もうとしている。

・音楽Ⅱの一年間の学習における表現や鑑
賞の知識、技能を身につけて、歌唱や器楽で
表している。
・音色・リズム・速度・旋律・強弱・構成を
等を知覚し、それらの働きを感受しながら、
知覚したことと感受したこととの関わりにつ
いて考え、個性豊かに歌唱表現や器楽表現を
創意工夫している。
・一年間のまとめとして発表会を実施するこ
とに関心をもち、主体的・協働的に歌唱や器
楽の学習活動に取り組もうとしている。

10

合
計

70

〇 〇 〇 8



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度 　　　　　　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 c 組～ G 組 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

芸術 音楽演習
芸術 音楽演習 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むととともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

森田香菜子

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現
鑑
賞

評価規準

音楽演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

音楽を専門的に学び、進路ために必要な楽典を
理解し、また新曲視唱や聴音の技能を身につ
け、実際の演奏や創作にて生かせるようにす
る。

読譜力を向上させ、読み取ったものから表現豊かに
演奏することができる。

主体的・協働的に音楽の諸活動に取り組み、音
楽を志す者として必要な知識や技能、表現力、
感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽によって
生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度
を養う。

・音程、音階について理解し、練習問題に
取り組みながら、実際の音に繋げて演奏・創
作に生かすことができる
・練習問題取り組み、応用力と読譜力を上げ
ることができる。
・楽典の理論に基づいて様々な楽曲が作られ
ていることに関心をもち、主体的・協働的に
楽典の学習に取り組んでいる。

○ ○ ○ 18

知 思 態
配当
時数

・新曲視唱・聴音の技能を身につけ、正確な
音程、リズムにて歌唱し、記譜できるように
なる。
・和声を意識しながら、表情豊かな視唱と聴
音ができる。
・ソルフェージュ能力を高めることで、読譜
力が上がり、表現力も豊かになることに関心
をもち、主体的・協働的にソルフェージュの
学習に取り組んでいる。 〇 〇 〇 12

２
学
期

C 楽典基礎②
【知識及び技能】
演奏・創作のために必要な楽典基
礎事項を理解し、表現に生かすこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
身につけた知識・技能をもとに、
読譜力を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
楽典理論を演奏・創作に繋げるこ
とに関心をもち、主体的・協働的
に楽典の学習活動に取り組む。

・指導事項
和音、コードネーム
・教材
楽典　理論と実習　音楽之友社

B ソルフェージュ基礎（新曲視
唱・聴音）
【知識及び技能】
新曲視唱・聴音の技能を身につ
け、実際の演奏・創作に生かせる
ようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
読み取ったものを表現豊かに視唱
し、聴音では和声を意識して記譜
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ソルフェージュ能力を高めること
に関心を持ち、主体的・協働的に
ソルフェージュの学習活動に取り
組む。

・指導事項
コーリューブンゲン、新曲視唱
（♯・♭2つまで）、聴音　旋
律、和声（3声）

・教材
The Basics of Music　音楽之友
社、配布楽譜 〇

１
学
期

A 楽典基礎①
【知識及び技能】
演奏・創作のために必要な楽典基
礎事項を理解し、表現に生かすこ
とができる。
【思考力、判断力、表現力等】
身につけた知識・技能をもとに、
読譜力を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
楽典理論を演奏・創作に繋げるこ
とに関心をもち、主体的・協働的
に楽典の学習活動に取り組む。

・指導事項
音程、音階、楽語
・教材
楽典　理論と実習　音楽之友社

15

D ソルフェージュ発展（新曲視
唱・聴音）
【知識及び技能】
新曲視唱・聴音の技能を身につ
け、実際の演奏・創作に自ら生か
せるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
読み取ったものをより表現豊かに
視唱し、聴音では和声をよく意識
して記譜することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ソルフェージュ能力を高めること
に関心を持ち、主体的・協働的に
ソルフェージュの学習活動に取り
組む。

・指導事項
コーリューブンゲン、新曲視唱
（♯・♭3つまで）、聴音　旋
律、和声（４声）

・教材
The Basics of Music　音楽之友
社、配布楽譜 〇

・新曲視唱・聴音の技能をより身につけ、正
確な音程、リズムにて歌唱し、記譜できるよ
うになる。
・和声を意識しながら、表情豊かな視唱と正
確な聴音ができる。
・ソルフェージュ能力を高めることで、読譜
力が上がり、表現力も豊かになることに関心
をもち、主体的・協働的にソルフェージュの
学習に取り組んでいる。

・和音・コードネームについて理解し、練習
問題に取り組みながら、実際の音に繋げて演
奏・創作に生かすことができる
・練習問題取り組み、応用力と読譜力を上げ
ることができる。
・楽典の理論に基づいて様々な楽曲が作られ
ていることに関心をもち、主体的・協働的に
楽典の学習に取り組んでいる。

15

３
学
期

E　楽典・ソルフェージュ演習
【知識及び技能】
演習問題に取り組み、技能をより
高める。
【思考力、判断力、表現力等】
演習問題によって、読譜力を向上
させ、表現豊かな演奏・創作に繋
げる。
【学びに向かう力、人間性等】
総合的な音楽能力を高めるべく、
主体的・協働的に楽典・ソル
フェージュ学習に取り組んでい
る。

・指導事項
楽典解説、新曲視唱、聴音

・教材
配布楽譜、配布問題プリント

〇

・楽典演習問題を正確に解くことができる。
・和声を意識しながら、より表情豊かな視唱
と正確な聴音ができる。
・総合的な音楽能力を高めることに関心をも
ち、主体的・協働的に楽典・ソルフェージュ
の学習に取り組んでいる。

10



３
学
期

E　楽典・ソルフェージュ演習
【知識及び技能】
演習問題に取り組み、技能をより
高める。
【思考力、判断力、表現力等】
演習問題によって、読譜力を向上
させ、表現豊かな演奏・創作に繋
げる。
【学びに向かう力、人間性等】
総合的な音楽能力を高めるべく、
主体的・協働的に楽典・ソル
フェージュ学習に取り組んでい
る。

・指導事項
楽典解説、新曲視唱、聴音

・教材
配布楽譜、配布問題プリント

〇

・楽典演習問題を正確に解くことができる。
・和声を意識しながら、より表情豊かな視唱
と正確な聴音ができる。
・総合的な音楽能力を高めることに関心をも
ち、主体的・協働的に楽典・ソルフェージュ
の学習に取り組んでいる。

合計

70

10



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

70

芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組む。

岸野仁志

高校生の美術Ⅱ　（日本文教出版）

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に付ける。

主題を生成し発想や構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深める。

鑑
賞

評価規準

美術Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めてい
る。
・創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に付け、意
図に応じて表現方法を創意工夫し、表している。

美術Ⅰでの学びをもとに、造形的なよさや美しさ、
表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどについ
て考えるとともに、主題を生成し発想や構想を練っ
たり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深め
たりしている。

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及
び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

１
学
期

単元「人工物をモチーフにした平面構成」
【知識及び技能】
・色彩や彩色の知識をもとに平面を構成し、デ
ザインの基礎を学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
・選んだモチーフの形態や材質の特徴を的確に
表しつつも、各々が設定したテーマに基づいた
平面構成となるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
・美術、デザインの様々な分野について関心を
持ち、生活と関連させて考える。

・指導事項

オリエンテーション
人工物をモチーフとした平面構成

・教材

画用紙、絵具　マスキングテープ
など

・一人１台端末の活用　等

〇 〇 ○ 16

知 思 態

配

当

時

数

○

○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

○ ○

単元「ドライポイント制作」
【知識及び技能】
・線描について学び、各々のテーマに基づいて
効果的な表現ができるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
・ドライポイント（凹版）の技法について学
び、偶然の効果が楽しめる版画制作を体験す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
・美術、デザインの様々な分野について関心を
持ち、生活と関連させて考える。

・指導事項
ドライポイント制作

・教材
塩ビ版、ニードル、和紙　など

・一人１台端末の活用　等

〇

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

○ ○ ○ 14

16

単元「油彩による自由制」
【知識及び技能】
油彩の特徴を学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
・表現したいテーマを作品に反映し、全制作時
間に見合った、完成度の高い作品を仕上げる。

【学びに向かう力、人間性等】
・美術、デザインの様々な分野について関心を
持ち、生活と関連させて考える。

・指導事項
油彩による自由制

・教材
油絵具、キャンバスなど

・一人１台端末の活用　等

〇 ○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

○ ○

○ ○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

○ ○ ○

○ 14

３
学
期

受験対策課題または自由課題 ・実技試験対策として過去問、ま
たは過去問に近い内容の題材を描
く。美術系志望者ではない生徒は
自由課題で制作。

〇 ○ ○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

２
学
期

単元「ハンドスカルプチュア制作」
【知識及び技能】
・抽象表現が生まれた経緯を知り、抽象によっ
て制作を行った作家たちの作品を鑑賞する。
【思考力、判断力、表現力等】
・抽象表現によるハンドスカルプチュアを制作
する。
【学びに向かう力、人間性等】
・美術、デザインの様々な分野について関心を
持ち、生活と関連させて考える。

・指導事項
ハンドスクラプチュア

・教材
万力やのこぎり、サーフォームな
ど

・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

10

合
計



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵・彫 映 デ

芸術 素描
芸術 素描 2

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組む。

岸野仁志

学校設定科目のため使用教科書はなし。

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に付ける。

主題を生成し発想や構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深める。

鑑
賞

評価規準

素描

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めてい
る。
・創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に付け、意
図に応じて表現方法を創意工夫し、表している。

立体や空間の把握に留意し、造形的なよさや美し
さ、表現の意図と創造的な工夫、美術の働きなどに
ついて考えるとともに、主題を生成し発想や構想を
練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めたりしている。

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及び
鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

１
学
期

単元「静物デッサン」
【知識及び技能】
・窓からの光を重視しし、影の方向を意識しな
がら立体的に描写する。

【思考力、判断力、表現力等】
・用意されたモチーフを、美術1の教科書（68、
69ページ）を参考に描く。

・ブロックのパースを正確に捉えること、ビン
の垂直線が曲がらないことなど等意識しながら
進める。

【学びに向かう力、人間性等】
・美術、デザインの様々な分野について関心を
持ち、生活と関連させて考える。

・指導事項

オリエンテーション
静物デッサン

・教材

ビン、ブロック、布、リンゴ

・一人１台端末の活用　等

○ 16

知 思 態

配

当

時

数

○

○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

○ ○

単元「石膏デッサン」
【知識及び技能】・石膏像の形を正確に描写す
るために、デスケルやはかり棒の使用方法を知
り、できる限り正確に形を捉えられるようにす
る。

【思考力、判断力、表現力等】
・石膏像４種（ラボルト、アグリッパ、青年マ
ルス、メディチ）の中から好きなモチーフを選
び、形を正確に取り立体的に表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
・美術、デザインの様々な分野について関心を
持ち、生活と関連させて考える。

・指導事項
木炭による石膏デッサン

・教材

石膏像４種（ラボルト、アグリッ
パ、青年マルス、メディチ）木
炭、木炭紙

・一人１台端末の活用　等

○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

○ ○ ○ 14

16

単元「自由課題」
【知識及び技能】・透視法についてワークシー
トを用いて学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
・自分自身でモチーフや時間配分を決め、デッ
サンを２点（自由課題Ⅰ・Ⅱ）制作。

【学びに向かう力、人間性等】
・美術、デザインの様々な分野について関心を
持ち、生活と関連させて考える。

・指導事項
自由課題

・教材
鉛筆、画用紙、木炭など

・一人１台端末の活用　等
○ ○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

○ ○

○ ○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

○ ○ ○

○ 14

３
学
期

受験対策課題または自由課題 ・実技試験対策として過去問、ま
たは過去問に近い内容の題材を描
く。美術系志望者ではない生徒は
自由課題で制作。

○ ○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

２
学
期

単元「校内デッサン」
【知識及び技能】・一点透視法、二点透視法に
ついてワークシートを用いて学ぶ。

【思考力、判断力、表現力等】
・各々好きな場所に赴き、透視法に基づいて形
を正確に取り、鉛筆を用いて描写する。
【学びに向かう力、人間性等】
・美術、デザインの様々な分野について関心を
持ち、生活と関連させて考える。

・指導事項
校内デッサン

・教材
鉛筆、画用紙

・一人１台端末の活用　等

〇 〇 〇

10

合
計

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和６年度（3学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数：

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組 選択者

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

映 デ

芸術  科目 アート＆デザイン
芸術 アート＆デザイン 2 単位

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及び鑑賞の創造活動に取り組む。

岸野仁志

学校設定科目のため教科書はなし

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に付ける。

主題を生成し発想や構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深める。

鑑
賞

評価規準

アート＆デザイン

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めてい
る。
・創造的な美術の表現をするために必要な技能を身に付け、意
図に応じて表現方法を創意工夫し、表している。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工
夫、美術の働きなどについて考えるとともに、主題
を生成し発想や構想を練ったり、美術や美術文化に
対する見方や感じ方を深めたりしている。

美術や美術文化と豊かに関わり主体的に表現及
び鑑賞の創造活動に取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

１
学
期

単元「水彩静物画制作（鳥）」
【知識及び技能】
・空間感、立体感が感じられるように、自然な
色合いを作り写実的に描写する。
【思考力、判断力、表現力等】
・それぞれの形や大きさのバランスについてよ
く観察し、できる限り正確に形を捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
・美術、デザインの様々な分野について関心を
持ち、生活と関連させて考える。

・指導事項

オリエンテーション
水彩静物画制作（鳥）

・教材

各々好きな鳥のはく製と、テニス
ボール、白い箱の３つをモチーフ
にB3の画用紙に水彩画で制作す
る。

・一人１台端末の活用　等

○ ○ 14

知 思 態
配当
時数

○

○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

○ ○

単元「キャラクターデザイン
　～フィギュア制作～」
【知識及び技能】
東京オリンピックのマスコットキャラクターを
はじめ、現在生み出されているキャラクターに
ついて鑑賞し、デザイナーの思いと、運営側、
受け取り側などとの様々な問題点について知
る。
【思考力、判断力、表現力等】

・デザインしたものを立体的に制作する中で、
その楽しさと難しさを体感し、残り時間を考え
ながら計画的に造り上げる力を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】

・美術、デザインの様々な分野について関心を
持ち、生活と関連させて考える。

・指導事項
キャラクターデザイン
　～フィギュア制作～

・教材

石紛粘土

・一人１台端末の活用　等
○ ○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

○ ○ ○ 14

6

単元「心の絵本」
【知識及び技能】・製本の仕方について学び、
表紙、裏表紙を仕上げる。

【思考力、判断力、表現力等】・事前に学んだ
モダンテクニックによる表現効果を生かして自
分のオリジナルな絵本のテーマを考えて、言葉
を極力使わない「心の絵本」（純絵本）の制作
を行う。

【学びに向かう力、人間性等】・美術、デザイ
ンの様々な分野について関心を持ち、生活と関
連させて考える。

・指導事項
自由課題

・教材
紙、絵具、ボンド　など

・一人１台端末の活用　等
〇 ○ ○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

・ ○ ○

○ ○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

○ ○ ○

○ 26

３
学
期

受験対策課題または自由課題 ・実技試験対策として過去問、ま
たは過去問に近い内容の題材を描
く。美術系志望者ではない生徒は
自由課題で制作。

〇 ○ ○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度

２
学
期

単元「モダンテクニック」
【知識及び技能】
・スパッタリングやデカルコマニー、ドリッピ
ングやマーブリングなどモダンテクニックの実
習を通して、それぞれの効果を生かした表現方
法を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・技法の習得を通して、技法について考える。
【学びに向かう力、人間性等】・美術、デザイ
ンの様々な分野について関心を持ち、生活と関
連させて考える。

・指導事項
モダンテクニック

・教材
絵具、ストロー、マーブリング液

・一人１台端末の活用　等
〇

〇 〇 〇

10

合
計



３
学
期

受験対策課題または自由課題 ・実技試験対策として過去問、ま
たは過去問に近い内容の題材を描
く。美術系志望者ではない生徒は
自由課題で制作。

〇 ○ ○

・ワークシート、まとめのプリント

・作品（提出期限オーバーは減点対象）

・授業の参加度 〇 〇 〇

70



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 A 組～ H 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢仮 漢 仮

芸術 実用書道
芸術 実用書道 2

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身につける
ようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度
を養い、豊かな情操を培う。

実用書道

（　Ａ～Ｈ組　：　梅津幸子　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて
幅広く理解するとともに、書写能力の向上を
図り、書の伝統に基づき、効果的に表現する
ための基礎的な技能を身につけるようにす
る。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて構想
し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意
味や価値を考え、書の美を味わい捉えたりするこ
とができるようにする。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯に
わたり書を愛好する心情を育むとともに、感
性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通
して心豊かな生活や社会を創造していく態度
を養う。

〇

【知】正しい持ち方・筆順で自分の氏名を書
いているか。
【思】自分の氏名をバランスよく書いている
か。
【態】主体的に文字を正しく整えて書こうと
しているか。

○ ○ ○ 2

知 思 態

配

当

時

数

仮名の学習
【知識・技能】
平仮名の字源について
【思考力・判断力・表現力等】
平仮名の字源の概形を意識して書
く　　　　　　　　　　　【学び
に向かう力・人間性等】
主体的に書道の幅広い表現の学習
に取り組む

・平仮名の字源を理解する。
・字源を意識すると、正しい筆順
で整えて書くことができることを
理解する。
・結びの違いも字源によるもので
あることを理解する。

〇

楷書の学習
【知識・技能】
楷書の字形について
【思考力・判断力・表現力等】
用紙に対する文字の大きさと配列
【学びに向かう力・人間性等】
主体的に書道の幅広い表現の学習
に取り組む

・筆順の原則を理解する。
・文字の外形と中心について理解
する。
・点画の組み立てについて理解す
る。　　　　　　　　・部分の組
み立てについて理解する。

〇

〇

【知】平仮名の字源を理解できたか。
【思】平仮名の字源を意識し、確かめながら
書いているか。
【態】主体的に平仮名を正しく整えて書こう
としているか。 〇 〇 〇 6

【知】字形の整え方（外形と中心、筆順）を
理解して書いているか。
【思】字形の整え方（外形と中心、筆順）を
意識し、確かめながら書いているか。
【態】主体的に楷書を正しく整えて書こうと
しているか。

〇 〇 〇 8〇

【知】漢字や仮名の大きさ、配列について理
解しているか。
【思】これまでの学習を生かし、考えて書い
ているか。
【態】主体的にこれまでの学習を生かして書
こうとしているか。

〇 〇 〇 10

２
学
期

行書の学習
【知識及び技能】
行書の書き方を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
読みやすく速く書く
【学びに向かう力、人間性等】
主体的に書道の幅広い表現の学習
に取り組む

・点画の変化と省略、筆順の変化
を理解する。
・行書の部分の書き方を理解す
る。　　　　・生活に生かすとい
う意識をもって、行書で語句を書
く。

〇

漢字仮名交じり文の学習①
【知識・技能】
漢字や仮名の大きさ、配列
【思考力・判断力・表現力等】こ
れまでに学習したことを生かして
書く
【学びに向かう力・人間性等】
主体的に書道の幅広い表現の学習
に取り組む

・漢字や仮名の大きさ、配列（行
の中心と字間）に注意して書く。
・漢字を大きめに平仮名を小さめ
に書くと読みやすくなることを理
解する。 〇 〇

１
学
期

硬筆の筆記用具について
【知識・技能】用具の特徴と表現
効果　　　　　　　　【学びに向
かう力・人間性等】
主体的に書道の幅広い表現の学習
に取り組む

・鉛筆・ボールペン・筆ペン等の
硬筆筆記用具の特性を理解する。
・硬筆筆記用具の持ち方を確認す
る。　　　　　　　　　　・書く
時の姿勢について確認する。

〇

12

漢字仮名交じり文の学習②
【知識・技能】
漢字や仮名の大きさ、配列
【思考力・判断力・表現力等】
これまでに学習したことを生かし
て書く
【学びに向かう力・人間性等】
主体的に書道の幅広い表現の学習
に取り組む

・漢字と仮名の大きさに注意して
書く。
・縦書きに適した文字である漢字
と仮名を行の中心を意識して横書
きで書く。
・用紙全体の大きさと文字数を考
え、配列（バランス）よく書く。

〇 〇

【知】漢字や仮名の大きさ、配列について理
解しているか。
【思】これまでの学習を生かし、考えて書い
ているか。
【態】主体的にこれまでの学習を生かして書
こうとしているか。

〇 〇

〇

【知】行書の書き方を理解して、読みやすく
速く書いているか。
【思】行書の書き方を確かめながら書いてい
るか。
【態】主体的に行書の学習を生かしながら書
こうとしているか。

〇 〇 〇

３
学
期

生活の中の書②
【知識及び技能】
身近な実用書式を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
これまでの学習を生かし、考えて
書く　　　　【学びに向かう力、
人間性等】　　　　　主体的に書
道の幅広い表現の学習に取り組む

・手紙（便箋）の書き方を理解す
る。
・手書き文字には書き手の思いが
伝わることを理解し、高校生活で
お世話になった人に手紙を書く。 〇 〇 〇 〇

〇 8

生活の中の書①
【知識及び技能】
身近な実用書式を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
これまでの学習を生かし、考えて
書く　　　　【学びに向かう力、
人間性等】　　　　　主体的に書
道の幅広い表現の学習に取り組む

・はがきの表書きの書き方を理解
する。
・返信はがきの書き方を理解す
る。　・祝儀袋・（不祝儀袋）の
特徴を知り、書き方を理解する。
・芳名帳の書き方を理解する。

〇 〇 〇 〇

【知】身近な実用書式について理解できた
か。
【思】これまでの漢字・仮名の学習を生か
し、考えて書いているか。
【態】主体的にこれまでの学習を生かして書
こうとしているか。

〇

【知】身近な実用書式について理解できた
か。
【思】これまでの漢字・仮名・漢字仮名交じ
り文の学習を生かし、考えて書いているか。
【態】主体的にこれまでの学習を生かして書
こうとしているか。

〇 〇 〇

14

合
計

70

〇 〇 10


